




「水産研究所だより No.25」 

三重県水産研究所（2015 年 6 月） 

- 2 - 

 

以下、本年度の主な研究テーマについて紹介します。 

 

 企画・資源利用研究課  

◇漁況や海況の情報収集と提供◇ 

・マグロやカツオなどの大規模回遊する資源は、国際的な資源管理体制が必要です。そ

のため、国を中心とした全国組織のもと、漁獲や年齢構成など、資源管理に必要なデ

ータを収集・解析します。 

・イワシ、サバ、マアジなどの資源データを分析し、全国組織のもと、資源動向や漁獲

可能量（TAC）を算定します。 

・操業の効率化のため、人工衛星から得られる水温情報や、熊野灘沖浮魚礁海況情報、

漁海況長期予報などを提供します。 

◇種苗の放流技術を高める研究◇ 

・クルマエビやカサゴの種苗の放流効果を高めるため、放流後の追跡調査を行い、高い

放流効果が期待できる放流手法を開発します。 

◇水産物の付加価値向上、有効活用に関する研究◇ 

・生産者や加工・流通業者などが参画する水産技術クラスター（連携して技術革新を行

う集団）を形成し、水産物の生産・加工・利用に関する一体的な取組を進めます。 

・海藻からの機能性成分の探索とデータベース化を進めるとともに、有用成分を利用し

たスイーツ、化粧品、口腔ケア用品などを開発します。  

 水産資源育成研究課  

◇真珠養殖に関する研究◇ 

・閉殻力の優れたアコヤガイ（スーパーアコヤガイ）を養殖現場へ導入し、高品質真珠

の割合を向上させることで、漁業者の収益性の改善に取り組みます。 

◇磯根資源の増殖に関する研究◇ 

・イセエビ幼生の飼育技術の実用化のため、好適な人工餌料を開発するとともに、抗生

物質を使用しない飼育技術を開発します。 

・大型アワビ種苗の放流による地撒き式生産システムの導入を図るとともに、アワビ蓄

養中のへい死軽減対策を検討します。 

・海女が可動できるコンクリート板を漁場に設置して、県内の漁場環境や操業環境に適

したアワビ牧場を造成し、アワビ種苗を放流し、放流効果を把握します。 

◇魚類防疫対策◇ 

・魚病診断を行い、治療対策、医薬品の使用を指導するとともに、養殖場の巡回指導を

行い、魚病の予防対策と魚病発生時の被害軽減対策の指導を行います。  

 水圏環境研究課  

◇内湾環境のモニタリング調査と環境の改善に向けた取組◇ 

・内湾における魚類や真珠等の養殖を支援するために、水温や塩分、溶存酸素などの漁

場環境やプランクトンの出現情報の把握、収集、取りまとめ、周知を図ります。 
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・アコヤガイなどに被害をもたらすヘテロカプサなどの赤潮の発生時には、漁業者へ注

意を喚起する“プランクトン情報”を発行します。 

◇ヒジキ・イトノリ類の増養殖技術の開発◇ 

・高品質なヒジキを安定生産するため、増養殖技術の開発に取り組んでいきます。 

・イトノリ類（ウスバアオノリ）について、天然採苗や育苗管理方法の改良を行い、養

殖技術の高度化に取組みます。 

◇貝毒の監視に関する研究◇ 

・アサリやカキ、ヒオウギなどの二枚貝について、安全・安心な生産を支援するために、

簡便な貝毒モニタリング技術の開発や、生産者との連携による毒化プランクトンの監

視体制の構築を目指した研究を行います。 

 鈴鹿水産研究室  

◇黒ノリ養殖技術の向上◇ 

・低比重耐性品種などの環境変化に対応した優良品種を作出します。  

・ノリ漁場となる伊勢湾沿岸域の栄養塩分析やプランクトン調査などを実施し、漁場環

境に対応した養殖管理の指導を行います。 

◇アサリの増殖と資源管理◇ 

・河口域など生息に不適当な海域に着底したアサリ稚貝を、生育の良好な天然漁場や造

成漁場に移植する取り組みを、関係機関と連携して進めます。 

◇伊勢湾の環境保全◇ 

・貧酸素水塊など、湾内の水質をモニタリングします。  

・伊勢湾海域を対象に、既存の干潟やアマモ場において、CO2 固定能や水質浄化機能を

定量的に評価します。 

◇河川や湖沼の環境把握と生態系保全◇ 

・アユの産卵環境を把握し、産卵場の保護・造成などの資源増大対策に資するため、主

要河川においてアユ産卵場の実態調査を実施します。  

 尾鷲水産研究室  

◇魚類の複合養殖技術の確立◇ 

・養殖魚を資産として捉え、リスクを最小限にしながら最大の収益を確保する複合養殖

に取り組み、小規模経営体の多い三重県魚類養殖業において、少量多品種生産を核と

した三重県型の「もうかる魚類養殖ビジネスモデル」の確立を目指します。複合養殖

の推進を図るため、説明会を開催して導入効果を養殖業者に周知します。 

◇低魚粉飼料の開発◇ 

・高騰する魚粉の割合を減らした低魚粉飼料の実用化に向けた実証試験を行います。 

◇養殖マダイの付加価値向上◇ 

・養殖マダイに海藻類、柑橘類、茶葉等の添加量を変えた飼料を給餌して飼育し、飼育

成績や身質を分析することにより、生産性の向上をはかります。 
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ポリドラ浮遊幼生調査の開始について 

水産資源育成研究課 土橋靖史 

 

三重県が発祥の地であるアコヤ貝真珠養殖業は、県南部の沿岸における重要な産業で

すが、疾病の発生、海外養殖真珠との競合、長らく続いた国内経済の不況等により、こ

の 20 年の間に生産額は 9 分の 1 に、生産量は 3 分の 1 に減少しています。また現行の真

珠養殖では、高品質真珠の割合が 15％以下、真珠の製品率は約 55％と、その生産性の低

さが大きな問題となっています。 

真珠養殖の生産性を低下させる要因の一つに、ポリドラ等がアコヤ貝に寄生すること

による病虫害の影響があげられます。ポリドラとは貝殻穿孔性の多毛類のことで、アコ

ヤガイの内部に着生し、腫物状の異常隆起を生じさせ、ひどいものは貝からの異常分泌

により真珠層が黒褐色した有機物によって被われる状態となります（写真 1）。このよう

なアコヤガイは死亡したり、死亡には至らないまでも衰弱し、真珠の品質が大きく損な

われます。 

ポリドラの生活史やその駆除対策については、これまでの研究で明らかにされており、

産卵期は初夏と秋の年 2 回、幼生のプランクトン生活期間は 30 日～40 日程度で、その

後にアコヤガイ等に着生し、定着生活を送るとされています。そのため、幼生が出現し

はじめた 30 日～40 日後にアコヤガイに濃塩水処理などの対策を行うことが、駆除には

効果的とされています。 

そこで、三重県水産研究所ではポリドラ駆除対策の参考にしていただくため、本年の

5 月からポリドラ浮遊幼生のモニタリング調査を開始しました。調査は英虞湾内の 4 測

点（湾口部、間崎、立神、船越）で行い、原則として毎週 1 回月曜日にプランクトンネ

ットで水深 5m から鉛直引きし、採集したプランクトン内のポリドラ幼生数を計数してい

ます（写真 2）。計数結果はとりまとめ、これまでに発行しているプランクトン速報にあ

わせて掲載し、ホームページや FAX 等で県内の真珠養殖業者さんに情報発信をおこなっ

ています。 

三重県水産研究所では、今後も漁業者さんや関係機関等との連携を図りながら、真珠

の生産性の向上に向けて、情報等を発信していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 正常な貝殻（左）とポリドラが着生した    写真 2 ポリドラとみられる多毛類の幼生 

貝殻（右） 

引用文献：水本三郎（1967）：「アコヤガイの病虫害」その種類と防除 日本真珠振

興会編 
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熊野灘の定置網でのブリの記録的な豊漁 

企画・資源利用研究課 久野正博 

 

はじめに 

熊野灘沿岸は古くからブリを

漁獲の主対象とする大型定置網

漁業が盛んな地域です。昭和 10

（1935）定置年度（10 月~翌年

9 月）には三重県全体で年間 95

万尾のブリ銘柄（体重 6kg 以上）

が漁獲された記録が残っていま

す。昭和 51（1976）定置年度か

ら平成 4（1992）定置年度まで

年間 5 万尾前後の低水準が続い

ていましたが、平成 21（2009）

定置年度以降は 15 万～20 万尾

前後のブリが漁獲されるまで

回復しています。 

平成 26（2014）定置年度（平

成 26 年 10 月～27 年 7 月）は

漁期途中ですが、ブリ銘柄の

漁獲尾数が過去 50 年で最高

の 30 万尾を超えましたので、

今漁期のブリの漁獲状況およ

び豊漁の要因についてとりま

とめます。 

 

ブリの漁獲状況 

今漁期も例年同様に 1 月ま

では特に顕著なブリ銘柄の漁

獲はありませんでしたが、2

月後半に志摩市沿岸と尾鷲市

沿岸の漁場で 10kg 以上の大型ブリがまとまって漁獲されるようになりました。2 月後半

に 10kg 前後の大型ブリがまとまって入網することは特に珍しくありませんが、2 月 18 日

に志摩市沖の定置網で漁獲されたブリは 14kg 前後の非常に大きな個体が主体で（図 1）、

15kg を超えるブリも多く、20.4kg（尾叉長 104cm）の巨大ブリも確認されました。この

ような非常に大きなブリが 3 日間で 5,000 尾以上まとまって水揚げされるのは近年ではみ

られなかったことです。なお、2 月のブリ銘柄の漁獲尾数は三重県全体で 2 万尾を超え、

過去 50 年で 2 月としては多い方から 8 番目でした。3 月は上旬に 8～10kg 級のブリ、下

図 1．大型ブリ（14kg 級）の水揚げ． 

平成 27（2015）年 2 月 18 日 志摩市片田 

図 2．過去 50 年のブリ銘柄の漁獲動向（三重県ブ

リ定置漁獲統計）．直近の 2014 定置年度は三

重県定置漁業協会とりまとめの 4 月までの速

報  

現場レポート現場レポート












